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-1- Rev.002A

1．架台の外観

※図はPVモジュールを透明化して示しています。



外観
部材番号
部材名称

符号

SAN-F1STA-001

垂木

C-60x30x10x1.6

(L=4945)

➀

SAN-F1SMA-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6618)

SAN-F1SMB-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=5190)

SAN-F1SMC-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6618)

SAN-F1SMD-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6718)

SAN-F1SME-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=4990)

SAN-F1SMF-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6718)

SAN-F1SNA-001

登り梁

C-150x75x20x3.2

(L=4428.5)

➂

KUI-F1S01-001

前柱

C-150x75x20x3.2

(L=3786)

➃

KUI-F1S02-001

後柱

C-150x75x20x3.2

(L=3723.5)

⑤
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2．パーツリスト

外観
部材番号
部材名称

符号

BRA-F1S01-001

斜材前

C-100x60x2.3

(L=2232.5)

➅

BRA-F1S02-001

斜材後

C-100x60x2.3

(L=1072.5)

➆

KNG-F1SCA-001

母屋繋ぎ

C-100x60x2.3

(L=3755)

➇

BRA-F1S03-001

屋根ブレース

L-60x60x2.3

(L=3015.5)

BRA-F1S04-001

屋根ブレース

L-60x60x2.3

(L=2936)

KNG-F1SBA-001

屋根面

プレート

PL-t3.2

➉

KNG-F1SBB-001

ガセット

プレート(柱頭)

PL-t4.5

KNG-F1SBC-001

ガセット

プレート(柱頭)

PL-t4.5

KNG-F1SBD-001

ガセット

プレート(前柱)

PL-t4.5

⑫

-2-

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

9-2

11-1

11-2

9-1



外観
部材番号
部材名称

符号

KNG-F1BAF-001

杭ベース
⑲

D-LOCK

(ﾎﾞﾙﾄ-ﾅｯﾄ)

M8xL20

⑳

D-LOCK

(ﾎﾞﾙﾄ-ﾅｯﾄ)

M8xL30

㉑

D-LOCK

(ﾎﾞﾙﾄ-ﾅｯﾄ)

M12xL45

㉒

KNG-S0EPK-001

アースプレートP
㉓

カーポート用

ラベルシール
A

外観
部材番号
部材名称

符号

KNG-F1SBE-001

ガセット

プレート(先端)

PL-t4.5

KNG-F1SBF-001

ガセット

プレート(先端)

PL-t4.5

KNG-F1SAA-001

母屋受金具

PL-t4.5

KNG-F1SAB-001

母屋受金具

PL-t4.5

KNG-A0RAF-001

隙間樋

(アルマイト処理無)

(L=4940)

KNG-A1RAG-001

端部樋

(アルマイト処理有)

(L=4940)

KNG-A0RAE-001

レインモールS35

(アルマイト処理無)

(L=1136)

KNG-A0SPF-001

スペーサーS

(アルマイト処理無)

KNG-F1SBG-001

柱スペーサ

PL-t4.5

⑰

KNG-F1SBH-001

柱スペーサ

PL-t4.5

⑱

Rev.002A-3-

13-1

13-2

14-1

14-2

15-1

15-2

16-1

16-2



各柱部(各柱及び登り梁、各ガセットプレート)のボルトの向きは、
下図のように行います。
※. 逆向きでも性能に支障をきたすことはありません。

Rev.002A

ボルトの向きについて

-4-

水下

水上

3．柱の設置



1). 地面を所定の深さまで掘削した後、基準位置を中心に
縦横300[mm]程度のモルタル面をつくります。

Rev.002A

3-1. 杭ベースの設置

2). モルタル面に基準線をいれます

モルタル面

-5-

基準線

モルタル面

基準位置

設置基準線



基準線

切欠き

Rev.002A

3). 杭ベースの切欠きをモルタル面の基準線に合わせて、
水平を出しながら設置します。
※杭ベースの向きに注意してください。

後柱部

前柱部

-6-

⑲

前
後
方
向



3-2-1. 前柱部の組立て
下図のように、2本背合わせで構成される前柱の間に、
それぞれ2枚重ねで、柱スペーサー(2種類)、ガセットプレート(前柱)、
ガセットプレート(柱頭)をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.002A

3-2. 柱の組立て

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
2ヵ所

-7-

➃

⑰
2枚重ね

㉒

※. 締め過ぎに御注意ください。

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

㉒

11-1

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

6ヵ所

⑫
2枚重ね

※. 隅切り部が前方
になります。

2枚重ね

⑱
2枚重ね



3-2-2. 後柱部の組立て
下図のように、2本背合わせで構成される後柱の間に、
それぞれ2枚重ねで、柱スペーサー(2種類)、
ガセットプレート(柱頭)をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.002A

※. 締め過ぎに御注意ください。

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

-8-

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

4ヵ所

11-2

⑤

⑱
2枚重ね

⑰
2枚重ね

※. 隅切り部が前方
になります。

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
2ヵ所

㉒

2枚重ね



3-3-1. 前柱部と後柱部の設置
1). モルタル面が固まったことを確認し、下図のように前柱部と

後柱部をそれぞれ杭ベースに載せます。
2). コンクリート基礎の補強用に鉄筋を組み立てます。

Rev.002A

3-3. 柱の設置

前柱部及び
後柱部

後柱部

前柱部

-9-

⑲

鉄筋組立例



3-3-2. 斜材後の取付け
下図のように、前柱部のガセットプレート(前柱)と後柱部の
ガセットプレート(柱頭)を繋ぐように、2本背合わせで斜材後を
D-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、

トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.002A-10-

※. 締め過ぎに御注意ください。

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

4ヵ所

11-2

➆
前柱部

後柱部

⑫

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

4ヵ所

➆

➆



3-3-3. 柱部の仮固定及びコンクリート打設
1). 柱から下げ振り(錘垂)を垂らして柱の鉛直度を確認し、

水平方向と鉛直方向を固定します。
下図では、桟木による筋交いやゴムバンドによる結束方法を
示しています。
※. 水平器では十分な鉛直度を確保できませんのでご注意ください。

2). 柱の設置精度を再度確認した後、コンクリートを打設します。
3). 柱位置のコンクリート天端が低くならないように

(水溜まりができないように)配慮しながら天端を均し、
金ゴテ仕上げを行います。

Rev.002A-11-

後柱

前柱

※. 柱間固定治具(オプション品)を使用するなどして、
コンクリート打設前に、全柱の間隔、対角、直角度が
精度よく合っていることを確認してください。



3-3-4. 登り梁の組立て
1). 下図のように、2枚1組の母屋受金具をD-LOCKボルト(M12xL45)で

組立て、トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
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Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

㉒

14-1 14-2

※. 締め過ぎに御注意ください。

向かい合うように取付け

13-1
13-2

向かい合うように取付け

➂

➂

㉒

ガセットプレート(先端)
1組につき4ヶ所

㉒
母屋受金具
1組につき2ヶ所

2). 登り梁に、組立てた母屋受金具、2枚重ねのガセットプレート(先端)
をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、仮締めします。
※. 母屋受金具の向きに注意



3-3-5. 登り梁の取付け
下図のように、組立てた登り梁をD-LOCKボルト(M12xL45)で各柱部に
取付け、トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.002A

前柱部 後柱部

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

6ヵ所

-13-

※. 締め過ぎに御注意ください。

➂

➂

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

㉒



3-3-6. 斜材前の取付け
下図のように、前柱部のガセットプレート(前柱)と
登り梁先端のガセットプレート(先端)を繋ぐように、
2本背合わせで斜材前をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.002A

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

-14-

※. 締め過ぎに御注意ください。

⑫

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

➅
13-1

13-2

➅

㉒

㉒

➅



母屋は柱間ピッチ(5000または5200[mm])により、下記のように配置します。

Rev.002A

4-1. 母屋の配置

4．母屋の取付け

水下

水上

-15-

2-62-4 2-42-62-5

柱間ピッチ5000[mm]

水下

水上

2-12-32-22-32-1

柱間ピッチ5200[mm]

水下

水上

水下

水上



下図のように母屋が向い合せになるようにD-LOCKボルト(M12xL45)で取付け、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
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4-2. 母屋の取付け

㉒ Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

㉒ Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

母屋
母屋

-16-

※. 締め過ぎに御注意ください。
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5．垂木の取付け

-17-

下図のように垂木をD-LOCKボルト(M8xL30)で取付け、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

※. 締め過ぎに御注意ください。

㉑

➀

➀

A

A矢示図

➀

アレイ端部の垂木その他の垂木

➀

㉑

㉑
Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

母屋

母屋

㉑ ㉑



1).下図のように母屋に母屋繋ぎをD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

2).母屋繋ぎに屋根面プレートをD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
※.「7．PVモジュール取付け」の後に「6．屋根ブレースの取付け」

を行うと、PVモジュール取付けの施工性が上がります。
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6．屋根ブレースの取付け

母屋

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

-18-

※. 締め過ぎに御注意ください。

➇

㉒

➇

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
2ヵ所

㉒

➉
母屋

➇

➉➇



3).下図のように、母屋と屋根面プレートを繋ぐように
屋根ブレースをD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.002A-19-

※. 締め過ぎに御注意ください。

柱間ピッチ5000[mm]

9-2 9-2

9-1 9-1

B : 屋根面プレート接合部A : 母屋接合部

B : 屋根面プレート接合部A : 母屋接合部

A

B

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

9-1

9-2

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

➉母屋

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

➉母屋

柱間ピッチ5200[mm]

母屋

9-2

9-2

母屋

9-1

9-1



1). 取付けした垂木と垂木の間に隙間樋を仮置きします。
※. アレイ端の垂木には端部樋を使用します。

2). 下図のようにPVモジュールと隙間樋及び端部樋を、
垂木側からD-LOCKボルト(M8xL20)を挿入して仮締めします。
PVモジュールを押し上げて、PVモジュールフレームと隙間樋の間に
アースプレートPを差込みます。
※. アースプレートのP取付位置は、アレイ架台構造図を参照して下さい。

Rev.002A

7-1. 1段目PVモジュールの取付け

7．PVモジュールの取付け

PVモジュール

-20-

15-2

15-1
15-2

15-1

アースプレートP差込み後

アースプレートP
曲げ部

PVモジュール⑳

㉓

➀

15-1

PVモジュール

PVモジュール

⑳15-1



3). 仮締めしていたD-LOCKボルト(M8xL20)を
トルクMd=12[N･m](許容値6～20[N･m])で締付けます。
アースプレートPの鋸刃が倒れていない時は、既定トルクを
上回っても鋸刃が倒れるまで、締付けてください。
※. アースプレートで、モジュールのアルミフレーム表面の

アルマイト層を、傷つけることによりモジュール同士を導通する
構造となっています。
ただし、一定の導通効果を保証するものではなく、アレイ全体
としての接地についてはお客様自身で設計願います。

Rev.002A

PVモジュール

PVモジュール

-21-

※. 締め過ぎに御注意ください。

⑳

㉓

➀

15-1

Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

※. 規定トルクを上回っても
鋸刃が倒れるまで、締付けて下さい

鋸刃㉓

モジュール
フレーム

Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

PVモジュール

➀

15-2⑳



1). レインモールS35の両端にスペーサーSを挿入します。

Rev.002A

7-2. レインモールS35の取付け

※. レインモールS35は実用的な防水性能を有していますが雨量、地成り設置角度、
風速が大きい場合また、積雪後の雪解け時に雨垂れが発生することがあり、
完全防水とはなっておりません。

1段目
PVモジュール

押し当てる

挿入

設置後

-22-

16-1

16-2
16-2

16-2

16-1

水下水上

PVモジュール
傾斜方向

2). 隙間樋及び端部樋上にレインモールS35を載せて、
ずらして1段目のPVモジュールに押し当てます。

水下

水上

16-1

16-1



1). 下図のようにレインモールS35の凸部に、2段目のPVモジュール
フレームが被さるように配置します。

2). PVモジュールフレームがスペーサーSに接触するまで、
1段目側に寄せます。

3). 以降のPVモジュールの取付けは7-1～3項と同様に行います。

Rev.002A

7-3. 2段目PVモジュールの取付け

押し当てる

両端のスペーサーSに
PVモジュールが接し
ていること

-23-

水上

水下

2段目
PVモジュール

凸部

水下水上

設置後



貼付け位置

貼付け

位置

正面

車両進入

方向

Ⓐ

母屋

8．カーポート用ラベルシールの貼付け

1). 下図貼付け位置の母屋正面側を清掃して、ゴミや埃、
油分を除去します。

2). カーポート用ラベルシールの右端を登り梁の延長線上に、
下端を母屋の下端に合わせて、カーポート用ラベルシールの
保護フィルムを端からゆっくり剥がし、ずれないように軽く指で
押えながら、気泡やしわが入らないように貼付けます。

Rev.002A-24-
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部材搬入時の準備について
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-1- Rev.001A

1．架台の外観

※図はPVモジュールを透明化して示しています。



外観
部材番号
部材名称

符号

SAN-F1STA-001

垂木

C-60x30x10x1.6

(L=4945)

➀

SAN-F1SMA-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6618)

SAN-F1SMB-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=5190)

SAN-F1SMC-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6618)

SAN-F1SMD-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6718)

SAN-F1SME-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=4990)

SAN-F1SMF-001

母屋

C-150x75x20x3.2

(L=6718)

SAN-F1SNA-001

登り梁

C-150x75x20x3.2

(L=4428.5)

➂

KUI-F1S01-001

前柱

C-150x75x20x3.2

(L=3786)

➃

KUI-F1S02-001

後柱

C-150x75x20x3.2

(L=3723.5)

⑤

Rev.001A

2．パーツリスト

外観
部材番号
部材名称

符号

BRA-F1S01-001

斜材前

C-100x60x2.3

(L=2232.5)

➅

BRA-F1S02-001

斜材後

C-100x60x2.3

(L=1072.5)

➆

KNG-F1SCA-001

母屋繋ぎ

C-100x60x2.3

(L=3755)

➇

BRA-F1S03-001

屋根ブレース

L-60x60x2.3

(L=3015.5)

BRA-F1S04-001

屋根ブレース

L-60x60x2.3

(L=2936)

KNG-F1SBA-001

屋根面

プレート

PL-t3.2

➉

KNG-F1SBB-001

ガセット

プレート(柱頭)

PL-t4.5

KNG-F1SBC-001

ガセット

プレート(柱頭)

PL-t4.5

KNG-F1SBD-001

ガセット

プレート(前柱)

PL-t4.5

⑫

-2-

2-1

2-2

2-3

2-4

2-5

2-6

9-2

11-1

11-2

9-1



外観
部材番号
部材名称

符号

KNG-F1BAF-001

杭ベース
⑲

D-LOCK

(ﾎﾞﾙﾄ-ﾅｯﾄ)

M8xL20

⑳

D-LOCK

(ﾎﾞﾙﾄ-ﾅｯﾄ)

M8xL30

㉑

D-LOCK

(ﾎﾞﾙﾄ-ﾅｯﾄ)

M12xL45

㉒

KNG-S0EPK-001

アースプレートP
㉓

カーポート用

ラベルシール
A

外観
部材番号
部材名称

符号

KNG-F1SBE-001

ガセット

プレート(先端)

PL-t4.5

KNG-F1SBF-001

ガセット

プレート(先端)

PL-t4.5

KNG-F1SAA-001

母屋受金具

PL-t4.5

KNG-F1SAB-001

母屋受金具

PL-t4.5

KNG-A0RAF-001

隙間樋

(アルマイト処理無)

(L=4940)

KNG-A1RAJ-001

端部樋30

(アルマイト処理有)

(L=4940)

KNG-A0RAH-001

レインモールS30

(アルマイト処理無)

(L=1136)

KNG-A0SPF-001

スペーサーS

(アルマイト処理無)

KNG-F1SBG-001

柱スペーサ

PL-t4.5

⑰

KNG-F1SBH-001

柱スペーサ

PL-t4.5

⑱

Rev.001A-3-

13-1

13-2

14-1

14-2

15-1

15-2

16-1

16-2



各柱部(各柱及び登り梁、各ガセットプレート)のボルトの向きは、
下図のように行います。
※. 逆向きでも性能に支障をきたすことはありません。

Rev.001A

ボルトの向きについて

-4-

水下

水上

3．柱の設置



1). 地面を所定の深さまで掘削した後、基準位置を中心に
縦横300[mm]程度のモルタル面をつくります。

Rev.001A

3-1. 杭ベースの設置

2). モルタル面に基準線をいれます

モルタル面

-5-

基準線

モルタル面

基準位置

設置基準線



基準線

切欠き

Rev.001A

3). 杭ベースの切欠きをモルタル面の基準線に合わせて、
水平を出しながら設置します。
※杭ベースの向きに注意してください。

後柱部

前柱部

-6-

⑲

前
後
方
向



3-2-1. 前柱部の組立て
下図のように、2本背合わせで構成される前柱の間に、
それぞれ2枚重ねで、柱スペーサー(2種類)、ガセットプレート(前柱)、
ガセットプレート(柱頭)をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.001A

3-2. 柱の組立て

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
2ヵ所

-7-

➃

⑰
2枚重ね

㉒

※. 締め過ぎに御注意ください。

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

㉒

11-1

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

6ヵ所

⑫
2枚重ね

※. 隅切り部が前方
になります。

2枚重ね

⑱
2枚重ね



3-2-2. 後柱部の組立て
下図のように、2本背合わせで構成される後柱の間に、
それぞれ2枚重ねで、柱スペーサー(2種類)、
ガセットプレート(柱頭)をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.001A

※. 締め過ぎに御注意ください。

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

-8-

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

4ヵ所

11-2

⑤

⑱
2枚重ね

⑰
2枚重ね

※. 隅切り部が前方
になります。

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
2ヵ所

㉒

2枚重ね



3-3-1. 前柱部と後柱部の設置
1). モルタル面が固まったことを確認し、下図のように前柱部と

後柱部をそれぞれ杭ベースに載せます。
2). コンクリート基礎の補強用に鉄筋を組み立てます。

Rev.001A

3-3. 柱の設置

前柱部及び
後柱部

後柱部

前柱部

-9-

⑲

鉄筋組立例



3-3-2. 斜材後の取付け
下図のように、前柱部のガセットプレート(前柱)と後柱部の
ガセットプレート(柱頭)を繋ぐように、2本背合わせで斜材後を
D-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、

トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.001A-10-

※. 締め過ぎに御注意ください。

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

4ヵ所

11-2

➆
前柱部

後柱部

⑫

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

4ヵ所

➆

➆



3-3-3. 柱部の仮固定及びコンクリート打設
1). 柱から下げ振り(錘垂)を垂らして柱の鉛直度を確認し、

水平方向と鉛直方向を固定します。
下図では、桟木による筋交いやゴムバンドによる結束方法を
示しています。
※. 水平器では十分な鉛直度を確保できませんのでご注意ください。

2). 柱の設置精度を再度確認した後、コンクリートを打設します。
3). 柱位置のコンクリート天端が低くならないように

(水溜まりができないように)配慮しながら天端を均し、
金ゴテ仕上げを行います。

Rev.001A-11-

後柱

前柱

※. 柱間固定治具(オプション品)を使用するなどして、
コンクリート打設前に、全柱の間隔、対角、直角度が
精度よく合っていることを確認してください。



3-3-4. 登り梁の組立て
1). 下図のように、2枚1組の母屋受金具をD-LOCKボルト(M12xL45)で

組立て、トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Rev.001A-12-

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

㉒

14-1 14-2

※. 締め過ぎに御注意ください。

向かい合うように取付け

13-1
13-2

向かい合うように取付け

➂

➂

㉒

ガセットプレート(先端)
1組につき4ヶ所

㉒
母屋受金具
1組につき2ヶ所

2). 登り梁に、組立てた母屋受金具、2枚重ねのガセットプレート(先端)
をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、仮締めします。
※. 母屋受金具の向きに注意



3-3-5. 登り梁の取付け
下図のように、組立てた登り梁をD-LOCKボルト(M12xL45)で各柱部に
取付け、トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
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前柱部 後柱部

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

6ヵ所
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※. 締め過ぎに御注意ください。

➂

➂

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

㉒



3-3-6. 斜材前の取付け
下図のように、前柱部のガセットプレート(前柱)と
登り梁先端のガセットプレート(先端)を繋ぐように、
2本背合わせで斜材前をD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
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Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所
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※. 締め過ぎに御注意ください。

⑫

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所

➅
13-1

13-2

➅

㉒

㉒

➅



母屋は柱間ピッチ(5000または5200[mm])により、下記のように配置します。

Rev.001A

4-1. 母屋の配置

4．母屋の取付け

水下

水上
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2-62-4 2-42-62-5

柱間ピッチ5000[mm]

水下

水上

2-12-32-22-32-1

柱間ピッチ5200[mm]

水下

水上

水下

水上



下図のように母屋が向い合せになるようにD-LOCKボルト(M12xL45)で取付け、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
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4-2. 母屋の取付け

㉒ Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

㉒ Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

母屋
母屋
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※. 締め過ぎに御注意ください。



Rev.001A

5．垂木の取付け

-17-

下図のように垂木をD-LOCKボルト(M8xL30)で取付け、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

※. 締め過ぎに御注意ください。

㉑

➀

➀

A

A矢示図

➀

アレイ端部の垂木その他の垂木

➀

㉑

㉑
Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

母屋

母屋

㉑ ㉑



1).下図のように母屋に母屋繋ぎをD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。

2).母屋繋ぎに屋根面プレートをD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
※.「7．PVモジュール取付け」の後に「6．屋根ブレースの取付け」

を行うと、PVモジュール取付けの施工性が上がります。
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6．屋根ブレースの取付け

母屋

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
4ヵ所
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※. 締め過ぎに御注意ください。

➇

㉒

➇

Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]
2ヵ所

㉒

➉
母屋

➇

➉➇



3).下図のように、母屋と屋根面プレートを繋ぐように
屋根ブレースをD-LOCKボルト(M12xL45)で取付けて、
トルクMd=42[N･m](許容値33～60[N･m])で締付けます。
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※. 締め過ぎに御注意ください。

柱間ピッチ5000[mm]

9-2 9-2

9-1 9-1

B : 屋根面プレート接合部A : 母屋接合部

B : 屋根面プレート接合部A : 母屋接合部

A

B

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

9-1

9-2

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

➉母屋

㉒
Md=42[N·m]
許容値33～60[N·m]

➉母屋

柱間ピッチ5200[mm]

母屋

9-2

9-2

母屋

9-1

9-1



1). 取付けした垂木と垂木の間に隙間樋を仮置きします。
※. アレイ端の垂木には端部樋30を使用します。

2). 下図のようにPVモジュールと隙間樋及び端部樋30を、
垂木側からD-LOCKボルト(M8xL20)を挿入して仮締めします。
PVモジュールを押し上げて、PVモジュールフレームと隙間樋の間に
アースプレートPを差込みます。
※. アースプレートのP取付位置は、アレイ架台構造図を参照して下さい。
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7-1. 1段目PVモジュールの取付け

7．PVモジュールの取付け

PVモジュール
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15-2

15-1
15-2

15-1

アースプレートP差込み後

アースプレートP
曲げ部

PVモジュール⑳

㉓

➀

15-1

PVモジュール

PVモジュール

⑳15-1



3). 仮締めしていたD-LOCKボルト(M8xL20)を
トルクMd=12[N･m](許容値6～20[N･m])で締付けます。
アースプレートPの鋸刃が倒れていない時は、既定トルクを
上回っても鋸刃が倒れるまで、締付けてください。
※. アースプレートで、モジュールのアルミフレーム表面の

アルマイト層を、傷つけることによりモジュール同士を導通する
構造となっています。
ただし、一定の導通効果を保証するものではなく、アレイ全体
としての接地についてはお客様自身で設計願います。

Rev.001A

PVモジュール

PVモジュール
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※. 締め過ぎに御注意ください。

⑳

㉓

➀

15-1

Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

※. 規定トルクを上回っても
鋸刃が倒れるまで、締付けて下さい

鋸刃㉓

モジュール
フレーム

Md=12[N·m]
許容値6～20[N·m]

PVモジュール

➀

15-2⑳



1). レインモールS30の両端にスペーサーSを挿入します。
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7-2. レインモールS30の取付け

※. レインモールS30は実用的な防水性能を有していますが、
雨量、地成り設置角度、風速が大きい場合
また、積雪後の雪解け時に雨垂れが発生することがあり、
完全防水とはなっておりません。

1段目
PVモジュール

押し当てる

挿入

設置後
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16-1

16-2
16-2

16-2

16-1

水下水上

PVモジュール
傾斜方向

2). 隙間樋及び端部樋上にレインモールS30を載せて、
ずらして1段目のPVモジュールに押し当てます。

水下

水上

16-1

16-1



1). 下図のようにレインモールS30の凸部に、2段目のPVモジュール
フレームが被さるように配置します。

2). PVモジュールフレームがスペーサーSに接触するまで、
1段目側に寄せます。

3). 以降のPVモジュールの取付けは7-1～3項と同様に行います。
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7-3. 2段目PVモジュールの取付け

押し当てる

両端のスペーサーSに
PVモジュールが接し
ていること
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水上

水下

2段目
PVモジュール

凸部

水下水上

設置後



貼付け位置

貼付け

位置

正面

車両進入

方向

Ⓐ

母屋

8．カーポート用ラベルシールの貼付け

1). 下図貼付け位置の母屋正面側を清掃して、ゴミや埃、
油分を除去します。

2). カーポート用ラベルシールの右端を登り梁の延長線上に、
下端を母屋の下端に合わせて、カーポート用ラベルシールの
保護フィルムを端からゆっくり剥がし、ずれないように軽く指で
押えながら、気泡やしわが入らないように貼付けます。
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